
平成30年度研究開発成果概要図　（目標・成果と今後の研究計画）

２．研究開発の目標	

３．研究開発の成果	

１．研究課題・受託者・研究開発期間・研究開発予算	

1�

様式1-4-3 (2019-1)	

◆研究開発課題名：データ連携・利活用による地域課題解決のための実証型研究開発
◆副題 ：過疎地域の学校をAIが支援する遠隔協調学習システムで結ぶことにより地域課題の解決に対応する取り組み
◆実施機関　　：（公）山梨県立大学、（国）上越教育大学、（国）長岡技術科学大学、	

	（国）東京工業高等専門学校、（株）デジタルアライアンス	
◆研究開発期間：平成30年〜平成32年（3年間）

◆研究開発予算：総額20百万（平成30年度10百万）

採択番号：20004	

遠隔の教室を接続し、最大80人の児童を対象として、5分毎に得られるデータから1分以内で機械学習により学習終了時の目標達成状況を80%以上の精度で予測し、授
業を行う教師の判断を支援する人工知能が支援する遠隔協調学習支援システムを構築する。また、システムを活用した授業から、学習者と教師にどのような変容（学習効
果）があるかを示す。		

[1-1]　学校間ネットワークと遠隔協調学習実現のためのシステム構築

遠隔学習を実現するために、各学校にTV会議システムとインターネット
回線を用意する。そして、協調学習を実現するためにedutab boxを配置
し、それぞれの学校からアクセスできるようにする。 	
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妙高市斐太北小学校と甲州市神金小学校間にVPNを構築し、VPN上 
にTV会議システムとedutabサーバを配置し、遠隔協調学習を行える 
環境を整えることができた。また、構築した環境を使って遠隔協調学習を
実証実験として行うことができた。	



[1-2]　構築した人工知能のシステムへの実装	

開発した人工知能を開発した学習支援システム（edutab）の中に組み込
み、リアルタイムで学習時間終了時の目標達成率を予測させるシステム
を実装する。	
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相互閲覧型学習の授業後に、教師の振り返りを目的としたデータマイニング
のための人工知能を開発している。この手法では、学習者が相互閲覧した 
学習履歴を人工知能が分析し、学習者の学習方略をクラスタリングする。 
また、人工知能は、授業のある時点で、授業終了時の授業目標達成率を予
測することができる。（大前佑斗, 古屋達朗, 水越一貴, 大島崇行, 榊原範久, 水落芳明, 八
代一浩, 高橋弘毅,“相互閲覧型学習の分析支援を目的としたデータマイニングシステム”, 電子
情報通信学会論文誌 D, Vol.J102-D, No.4, pp.257-266 (2019).）	

このシステムを授業後ではなく、リアルタイムに実施している授業に適用させ
るようにする。	

これまでの実績	

本年度の目標	

本年度の実績（開発したシステムの概要）	
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開発したシステムについては、機能評価を終えて学会発表および論文
投稿準備中	



[1-3]　遠隔協調学習環境の構築と交流授業の実践 	

開発した遠隔協調学習支援システム(edutab）を活用して、新潟県と山梨
県の小学校を接続し、協調学習を実施しする。	
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神金小と斐太北小の 
間で地域とくらしの紹
介を行い、その後に意
見交流を行う授業を展
開する。 
 
TV会議を使って、プレ
ゼンを行う。 
 
プレゼンについての意
見をedutabに記入す
る。 
 
edutabの機能を使い、 
教師は遠隔の児童の
意見を引き出す。 

2画面スクール形式で実施 
左はedutabの一覧画面 
右はTV会議の画面 
 
児童の様子とそれぞれの
意見を俯瞰できる環境	

色分けして意見を分類 
 
黄色は感想 
青色は驚いたこと 
白色は意見 

相手校の児童の感想を見
て、自校の児童が指名 
 
相手校の児童が自校の児
童に質問をする。 
 
自校の児童が質問に答え
る。 

edutabを活用した方が、明らかに授業のテンポアップが行える。 
一覧画面を使った相互指名により、主体的な学びとなっている。 
相互に地域のくらしを再発見する機会に。 

本年度の実績（実証実験授業）　2019年3月5日	

得られた知見	

得られた知見をさらに分析し、学会発表を準備中	



４．特許出願、論文発表等、及びトピックス

4�

国内出願	 外国出願 研究論文	 その他研究発表	
プレスリリース	

報道	
展示会	 標準化提案	

0	
(   0 )	

0	
(  0  )	

0	
(  0  )	

9	
( 9 )	

9	
(  9  )	

0	
( 0 )	

0	
(  0  )	

※成果数は累計件数、（　）内は当該年度の件数です。

５．今後の研究開発計画

2019年度の目標：AIが支援する遠隔協調学習の実現	
AIが支援する遠隔協調学習を実現するために、下記の3つの研究を行う予定

• 開発したシステムを活用した授業のスタディ・ログをリアルタイムにAIに渡し、その結果を可視化して教師にフィードバックするシステムの開発を行う。

• 開発したAIの精度をあげるため、機械学習データの蓄積するための仕組みの作成とAIの推定精度の向上を行うため新たなアルゴリズムの開発する。
• 授業を行なっている際にAIから教師を支援するための情報が送られるが、遠隔協調学習でどのように活用するとより効果的な授業になるか検討する。

2020年度の目標：クラウド環境での実現と適用範囲の拡大	
クラウド環境での実現と的表範囲の拡大のために、下記の3つの研究を行う予定

• より多くの利用者がシステムを同時に活用できるようにシステム全体を分散化・クラウド化する。

• 現在開発した人工知能は、遠隔協調学習において相互閲覧を行う状況において機能するが、その適用範囲を拡大できるような新たなモデルを開発する。
• 現在開発している授業は遠隔教育を対象としているが、普通教室で行われる他の様々な授業手法についても活用できるように応用範囲を広げる。

実証実験(2019年3月5日）の実施 
• 新潟県妙高市斐太北小学校と山梨県甲州市神金小を結び、遠隔協調授業を実施した。
• 開発したedutabシステムを活用し授業を実施したところ、児童同士の意見交換がより活発に行うことができた。

• 当日の内容について5件の報道があった。

edutabフォーラムの開催 
• 2015年度より毎年開催している。2018年度は26名が参加した。
• 本フォーラムで本研究に関係する発表を7件行い、研究の状況を共有した。

• また、簡単な使い方の指導を含めた意見交換会を開催し、研究成果を参加者と共有する活動も行った。




